
杉並区コールセンター

午前７時～午後１１時（粗大ごみ受付　午前８時～午後７時）

猿減災を目指して、日ごろから
　備えましょう
猿防災関係のお知らせ

大地震！
その時どうする…？

平成22年
（2010年） NO.1929231/ 11

平成７年１月１７日の阪神・淡路大震災から、１５年が経過します。
この大震災以降もわが国の内外では思いもよらない大地震が頻
発しています。これらの地震での人命にかかわる被害は、地震
直後に倒れてきた家具類や建物の崩壊など一瞬のうちに起こる
ことが多く、消防等による救援を待つ余裕はありません。また、
広範囲の地域で一度に大勢の被害者が出るために自分のところ
へ救急車がすぐに来るとは限りません。阪神・淡路大震災では、
助けられた人の７割は近所の人の手によるものでした。出火し
た際の初期消火など、一刻を争う対処は自分や近隣の人同士の
協力が必要であり、「自分の身は自分で守る」、「自分たちのまち
は自分たちで守る」という意識が特に重要です。
これらの貴重な経験や教訓を活かすためにも、普段の生活の中

い

で地震に対する意識を高め、被害を軽減できるようにもう一度
防災について考えてみましょう。

――問い合わせは、防災課へ。▲新潟県中越沖地震で倒壊した家屋（平成１９年７月、小千谷市内）

大地震の発生直後は消防車も救急車も来ることは困難です。自宅で起きていることを誰
かに知らせる電話も通じません。行政も機能しているとは限りません。もしそうなった
ら、あなたはどうしますか？　自分たちのできることは何か、もう一度考えましょう。

内閣府「災害被害を軽減する国民運動のページ」より転載。  http://www.bousai.go.jp/km/index.htmlHP
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（小千谷市　６０代　男性）
　地震が起きたのは、１０月半
ばを過ぎた午後６時ちょっと
前。わたしらの地域は、その
ころにはとっぷり日が暮れて
いました。で、電気はもう一
発で消えちゃって、真っ暗闇になりました。
　家の中は上から落ちてきたものや倒れてきたもので
足の踏み場もない。そんな中をいろんなものにぶつか
りながら必死の思いで外に出ました。灯りがなければ、
自分の家からも簡単には逃げられないんですね。
　何と言っても避難するときの道具、特に灯りは必要
だと思いました。

母に学ん母に学んでで、、地震に備地震に備ええ
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（神戸市　２０代　女性　学生）
　私の家は、お母さんが節約家
だったのか、もともとお風呂の
水を洗濯に使っていました。み
んなトイレの水がなくて、困っ
ていたと思うんですけれども、
うちはその水があったからトイ
レを流すのは、当分はそれでまかなえました。
　それから、食料が普通に買い置きしてあったんだと思うんで
すけれども、豊富にあったので、食べ物には困りませんでした。
　たぶん、普通の生活の中で節約をしながら、何かあったとき
のためにもなるという考えを持ってやってくれていたんだろう
と思います。やっぱり、お母さんは偉いなって思いますね。私
も、いつもお母さんをみならって、明日地震が起きても、何と
かなるぐらいの準備はしているつもりです。

被災者による体験被災者による体験談談

大大地地震震!!大地震大地震!!そそのの時時どどううすするる……？？その時どうする…？

（平成７年１月）

（平成１６年１０月）～お風呂に水ため、食料も買い置～お風呂に水ため、食料も買い置きき
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震災対策に関する周知度
〜あなたは、震災対策などに関する以下の①から⑤の内容について
知っていますか。

家庭内での防災対策の実施状況
〜現在、あなたの家庭内で行っている防災対策は何ですか。

◆まずは身の安全を守る
　テーブルの下に隠れるなど、落下物から身を守ることが
最優先です。あわてて逃げ出そうとしたり、ガスの火を消
すために駆け出すことは、転倒したり、天ぷら油が飛んだ
りしてかえってケガやヤケドをする恐れがあります。特に
頭部を保護し、揺れがおさまるまで様子をみてください。
　屋外で揺れを感じた時も、まずは頭部をかばんなどで保
護し、ブロック塀などから離れてください。

◆家族や隣人の安否を確認する
　揺れがおさまったら、大きな声を出してお互いに安否を確認し
合います。万が一、家具などの下敷きになって動けない人がいる
場合には、近所で協力して助け出しましょう。　
◆余震に注意する
　特に大きな揺れの場合、最初の揺れがおさまってからも余震が
おこる可能性が高く、最初の揺れでゆがんだ家屋などが崩壊する
被害も予想されます。平成１６年に発生した新潟県中越地震では、

最初の揺れから２時間の間に震度５以上の余震が１１回も発生し、
被害を大きくしました。
◆正しい情報を確保する
　災害時には情報をなかなか得られなくなります。うわさなどの
不確かな情報や、誤った判断により行動をしてしまうことは危険
です。
　乾電池で動く携帯ラジオやテレビ、携帯電話などで正確な情報
を収集しましょう。

日ごろから災害に備えよ日ごろから災害に備えよううステップⅠ

◆家族と落ち合う場所や
連絡方法を決める◆

　家族が離散しないために、子どもが塾
に通っていれば塾で会うことや近隣の震
災救援所で会うなど、家族会議で優先順
位まで含めて話し合っておけば、いざと
いうときも冷静に行動できます。

◆家具類の転倒防止対策をする◆
　地震で家具が倒れたり、ガラス
が飛び散ったりしないように、家
庭内の安全点検をしましょう。家
具やガラスに直接ぶつかってケガ
をするほかに、避難するときの障
害物になってしまいます。

◆訓練に参加する◆
　地域で行われる防災訓練に参加
してみましょう。いざというとき
に経験があると、自然と体が動く
ようになります。また、近所付き
合いによる災害時の助け合いにも
一役買うことでしょう。

◆塀や擁壁の備えも大切です
　阪神・淡路大震災や宮城県沖地震では、転倒したブロック塀などの下敷きになり死亡した方や、負
傷した方が多くいました。また、平成１９年の新潟県中越沖地震では多くの大谷石の塀が崩れ道路をふ
さいでしまいました。塀や擁壁の倒壊が直接人に被害を与えなくても、震災救援所（小中学校）など
への避難の妨げになったり、救援物資の運搬に支障がでることが考えられます。住宅だけでなく住宅
の周りの塀や擁壁も地震に備えて点検しましょう。
　１月１３日㈬から区役所で開催する防災イベントで相談会を行います。ぜひ、ご来場ください（詳細
は、「広報すぎなみ」通常号２面参照）。　

大地震に備えて『家』を守りましょ大地震に備えて『家』を守りましょううステップⅢ
◆家屋の耐震工事
　阪神・淡路大震災では、約６４００人以上の方
が亡くなられました。このうち９割近くの約
４８００人以上の方は、建物や家具類の倒壊によ
る圧迫死と言われています。また、建物の被
害状況を調べると、昭和５６年以前に建てられ
た建物の７割近くが崩壊したり、壁に大きな
ひび割れなどの被害を受けています。区で
は、地震に強い安全なまちづくりの一環とし
て木造住宅やマンションの耐震化を支援し
ています。

　 昭和５６年５月以前に建築した木造住宅・マン
ションの所有者（分譲マンションの場合は、管理組
合の代表者） パンフレットにある申込書（区民事
務所・分室、駅前事務所、図書館で配布。区ホームペ
ージからも取り出せます）を郵送またはファクス
で、①木造住宅＝木造耐震診断士派遣事務局胃
６７９５崖５６０２②マンション＝NPO法人耐震総合安全
機構（JASO）胃６９１２崖０７７３へ 建築課耐震改修担当
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非常持ち出し品を準備しましょ非常持ち出し品を準備しましょううステップⅡ
◆　非常持ち出し品　◆

□リュックサック
　男性で１５㎏程度、女性で１０㎏程度
を目安にリュックサックに以下のも
のを準備しておくとよい。
煙食料関係　　　　　　　
□飲料水
□乾パンやクラッカー
□レトルト食品や缶詰
□粉ミルクと哺乳瓶
□ナイフ、缶切り
□鍋や水筒
煙救急・安全　　　　　　
□救急医薬品・救急箱
□常用薬の予備
□予備の眼鏡
□帽子やヘルメット
□底の厚い靴
煙貴重品　　　　　　　　
□現金（小銭も）
□預金通帳や有価証券の写し
□健康保険証の写し
□印鑑
□連絡カードや身分を証明するもの

煙衣類等
□下着
□寝袋・毛布
□雨具
□タオル・日用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備の電池
□軍手
□ロープ
□マッチやライター
□使い捨てカイロ
□ 防  塵 マスク

ぼう じん

□生理用品
□ティッシュ・ウェットティッシュ
□包装用ラップ
□筆記用具
□大きなごみ袋
□ろうそく
煙救援物資として届きにくいモノの
備え（個々に係わるもの）
　家の何カ所かに分散して備え、季
節の変わり目など、年１～２回の確
認をしましょう。

　生きていく中で、水は重要です。普段から、
備えをしている方も、これからしようという
方も必ず、備えや確認をしてください。目安
は、１人１日３ℓです。また、常用薬などが
ある方はそれらも備えましょう。

◆水＝命です◆

　防災用の食品ではなく、家庭にあるもので災害時に役に立つ食品
があります。缶切りのいらない缶詰やお菓子などの食品です。
　また、カセットコンロがあれば、めん類などの乾物やレトルト食
品・根菜類なども有効です。食品の備蓄の原則は、常温保存できる
ものです。レトルト食品や缶詰など、日持ちのする食品は、時々食
べて回転させましょう。
　災害のために、特別に防災用の食品を購入
することも有効ですが、食べ慣れているもの
で日持ちのする食品を普段から使っていくこ
とも、効果的な防災対策になります。
（参考「地震の時の料理ワザ　グラッと来て
もあわてない！防災袋に必携‼電気が復旧す
るまでの１週間」坂本廣子著）

◆無理せず備えをする方法〜缶詰や乾物などを有効に◆

できることからコツコツと
貴重品はまとめて！
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木造住宅・マンションの
耐震化支援事業

自然災害そのものを無くすことはできませんが、日ごろの備えなどによって被害を減らす
ことはできます。また、建物が無事でも家具類の転倒・落下により、多くの人が犠牲にな
っています。避難路がふさがれないような家具の置き方を工夫する、置き場所を見直す、
家具を固定するなどして、室内の安全を高めましょう。

閣
◆火の始末をする
　揺れがおさまったら、火の始末をしてください。ガスの元栓
も閉めましょう。仮に出火していても炎が大きくなるまでは２
分程度の時間があるので、その間に火を消し止めるつもりで。
ただし、炎が天井まで達した場合には、一刻も早く避難してく
ださい。
　また、避難所などに避難する際には、電力復旧に伴う通電火
災防止のために、必ず電気のブレーカーを切っておきましょう。
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◎用意しやすいものから勝
　家庭内での防災対策の実施状況をみると、「懐中電灯の用意」をし
ている方が最も多く、次いで携帯ラジオなどの用意、非常食などの
用意と続いています。
　家具の転倒防止対策や、窓ガラスの飛散防止対策等は実施してい
る家庭は少ないようですが、ほかの項目も含めて家庭内での被害を

減らすために必要なものです。一度にすべての実施は無理でも少し
ずつ準備していきましょう。
　また、自分の地域の震災救援所がどこなのかなどの知識も、災害
時に自分の身を守る、家族の身を守るために大きな役割を果たしま
す。日ごろから家族や地域の方々と話し合いましょう。

第４１回杉並区区民意向調査結果よ第４１回杉並区区民意向調査結果よりり

◆防災用品を備える◆
　一般的な防災用品だけでなく、予備
の眼鏡や使い捨てのコンタクトレン
ズ、常用薬など、個人で必要なものも
用意しておくと、万が一のときに役に
立ちます。実際に避難するときのこと
を想定して用意しましょう。

◆災害用伝言板の使い方を知る◆
　地震が起きたときは、電話がつ
ながりにくくなります。ＮＴＴの
災害用伝言ダイヤル（☎１７１）や携
帯電話各社の災害伝言板は有効で
す。「無事である」という登録をし
ておくことも大事です。

ままずずはは意意識識調調査査！！どどれれくくららいいごご存存じじでですすかか？？まずは意識調査！どれくらいご存じですかまずは意識調査！どれくらいご存じですか？？
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一人一人が、防災力向上を目指して一人一人が、防災力向上を目指して…

◇防災ビデオ・DVDなど
の貸し出し
　阪神・淡路大震災をは
じめとした、防災に関す
るビデオ・DVD（約１００
本）の貸し出しを行って
います。子ども向けのアニメや紙芝居もありま
す。区ホームページでも紹介していますので、
ご覧ください。
　 無料 防災課

◇震災時生活用水井戸登録助成
　井戸を設置し震災時生活用水井戸として登録
していただいた場合、その設置費用または登録
済みの井戸・手押しポンプなどの修理費用の２
分の１（上限５万円）を助成します。
　 防災課

◇防災物資のあっせん
　防災物資のあっせんを行っています。詳細は、
区役所・区民事務所・地域区民センター・区民
集会所などに置いてある「防災物資あっせんの
ご案内」をご覧ください。防災課（区役所西棟
６階）では現物見本を一部展示しています。
　ご注意＝区や消防署の名を
かたった訪問販売のトラブル
が多発しています。区や消防
署は、訪問や電話による販売
をしていませんので、ご注意
ください。
　 防災課

費 問

問

問

◇起震車「ぐらりん号」の運行
　ぐらりん号
は、震度７まで
の地震を体験す
ることができる
車です。大きさ
は、車幅約２ｍ・
車長６．３ｍ・車高
３．１ｍ・重量６t
です。会場の大きさや予約状況によっては、ご
利用になれない場合があります。
　 通年（水曜日・年末年始を除く）。雨天時
は運行中止 無料 利用日の３カ月前の月の１
日から１０日前までに予約 防災課

◇家具転倒防止器具・住宅用火災警報器取り付
けの助成
　事前申請が必要です。申請後、区が委託して
いる事業者が器具の取り付けを行います（現金
助成ではありません）。
　 区内在住で①６５
歳以上で一人暮らし
の方②６５歳以上のみ
の世帯の方③身体障
害者手帳・愛の手帳・
精神障害者保健福祉
手帳のいずれかをお持ちの方がいる世帯④難病
患者福祉手当を受けている方のいる世帯 高齢
者＝お近くのケア２４または高齢者施策課地域連
携推進係、障害のある方＝障害者施策課障害者
福祉係または福祉事務所 ２２年４月１日から、

時
費 申

問

対

問

他

東京都火災予防条例の改正により火災警報器の
設置が義務となります

◇災害・防災情報メールの登録
　災害時の緊急なお知らせや、地震・気象など
の情報を配信します。配信する情報は、「地震
と津波」・「気象警報・注意報」・「雨量」・「河川
水位」・「災害時の緊急なお知らせ」・「週末天気
予報」の６種類です。利用するには、事前登録
が必要です。
　モバイル版公式ホームページ http://www 
.city.suginami.tokyo.jp/mobile/（QRコード
は下記）の「防災情報」から登録してください。
………………………………………………………
◇災害気象情報電話通報サービス
　メールの利用が困難な方や、視覚に障害のあ
る方を対象に、災害気象情報などを電話（人工
音声）でお知らせします。
　 ①２３区西部に「大雨・洪水警報」が発令され
たとき②杉並区内の「河川の水位が危険な値に
なった（警戒水位）、またはあふれそうになっ
た（溢水水位）」とき③区内の「雨量が基準値を超
えた」とき④その他の緊急情報（地震情報は通

報しません） 区内在住・在
勤でメール配信サービスが
利用困難な方 防災課
※深夜でも連続して電話が
かかる場合がありますの
で、本当に必要なサービ
スかご検討の上お申し込
みください。

HP

内

対

問

杉
並
・
荻
窪
消
防
団

　

消
防
団
は
、
地
域
の
方
を
団
員
と
し

て
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け

付
け
、
消
防
署
員
と
と
も
に
消
火
・
救

助
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
杉
並

消
防
署
管
内
に
九
分
団
、
荻
窪
消
防
署

管
内
に
七
分
団
あ
り
、
約
七
〇
〇
名
の

区
民
の
方
が
消
防
団
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

消
防
団
員
の
中
に
は
一
割
強
の
女
性

団
員
も
い
ま
す
。
参
加
し
て
み
た
い
方

は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
消
防
署
緯
３
３
９
３
倆
０
１

１
９
、
荻
窪
消
防
署
緯
３
３
９
５
倆
０

１
１
９

防
災
市
民
組
織
（
防
災
会
）

　

杉
並
区
内
で
は
、
地
域
の
防
災
を
担

う
組
織
と
し
て
各
町
会
・
自
治
会
を
母

体
に
防
災
市
民
組
織
（
防
災
会
）
を
結

成
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
災
害

時
の
初
期
消
火
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
た

り
、
震
災
救
援
所
運
営
連
絡
会
へ
の
参

加
な
ど
地
域
の
防
災
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
区
内
に
一
六
四
組
織
（　

年　
２１

１２

月
末
現
在
）
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域

の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
 

防
災
課

震
災
救
援
所
訓
練

　

区
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、「
震
災

問問

救
援
所
訓
練
」を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
日
は
、
各
震
災
救
援
所
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
９
月
～　

月
１１

を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
の
時
に
、
あ
わ
て
ず
に
適
切

な
行
動
を
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
一

人
で
も
多
く
の
区
民
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

防
災
課

防
災
士

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
減
災
と
個
々
・
社
会
に
お
け
る
防

災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
期
待
さ

れ
、
そ
の
た
め
の
意
識
・
知
識
・
技
能

を
持
つ
も
の
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

本
防
災
士
機
構
※
」
が
認
定
し
た
方
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
防
災
士
制
度
の
普
及
と
防
災
士
の
認

証
・
養
成
を
行
う
特
定
非
営
利
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）で
す
。特
定
の
行
政

機
関
・
各
種
業
界
に
属
さ
ず
、防
災
関

係
者
・
自
治
体
Ｏ
Ｂ
・
学
会
を
は
じ

め
、広
範
な
団
体
代
表
・
防
災
専
門
家

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 

防
災
課

問問

防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災関関関関関関関関関関関関係係係係係係係係係係係係ののののののののののののおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知らららららららららららら防災関係のお知らせせせせせせせせせせせせせ
首都直下地震発生の可能性が高いといわれている中、

区では少しでも被害が少なくなるようにいろいろな事業を行っています。

一人一人が、防災力向上を目指して一人一人が、防災力向上を目指して……
ささままざざままなな防防災災活活動動のの紹紹介介

▲震災救援所訓練の様子

※
今
回
の
「
広
報
す
ぎ
な
み
特
集

号
」
は
原
稿
執
筆
・
校
正
に
お

い
て
「
日
本
防
災
士
会
杉
並
区

支
部
」の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

作
成
し
ま
し
た
。

▲防災士の訓練活動


